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ウィズ／ポストコロナ時代の⺠主主義を考える
「誰も取り残されない」社会を⽬指して

2020年初頭から世界的に感染拡⼤したCOVID-19は、それ以前から世界が
抱えていた問題を顕在化させ、増幅した。差し迫った疫病の不安は、リスク
配分に関する不公平感や、全体の安全と私的⾃由の相克、弱者への対応の不
備など、様々な問題を改めて浮かび上がらせた。沸騰する議論のなかで、社
会の基盤である⺠主主義や社会信頼の揺らぎを危惧する声さえ上がっている。
本フォーラムは、社会理論研究の⽴場から、COVID-19 の波に翻弄される社
会の動態を俯瞰的に検討し、「誰も取り残されない」未来を展望する。
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